
1 

 

 
 

 

 
 
前回の 6月 6日号に引き続き、「南成瀬地区新たな学校づくり基本計画検討会」の検討状況を

お知らせします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くのご回答いただきありがとうございました！お寄せいただいた学校名案を一部ご紹介し

ます。結果は二次元バーコードからご確認いただけますので是非ご覧ください！ 

○実施概要 

・実施期間：２０２２年５月２３日（月）～６月１７日（金） 

・対 象 者：児童、児童の保護者、教員、未就学児の保護者、自治会・町内会長、他市民 

・回 答 数：７７９件 

 

 

 

 

 現在、検討会で複数案選定へ向けた検討を行っています。１０月以降、選定した複数の学校

名（案）を皆様へお知らせし、広くご意見を頂戴します。  

南成瀬地区 
1頁 基本計画検討会/学校名案 

2頁 検討内容紹介 

3頁 通学の負担軽減/安全対策 

4頁 需要調査/公共施設再編 

2022年9月8日発行 

①通学路の安全対策 

②通学の負担軽減 

③新たな学校への歴史の継承 

④新たな学校の校歌・校章 

第 5回（2022年 6月 21日） 

①通学の負担軽減 

②学校跡地等の活用 

③学校施設配置-地域開放・屋外環境づくり- 

④新たな学校名 

第 6回（2022年 7月 19日） 

①通学の負担軽減 

②避難施設機能 

③学校施設配置-避難施設機能- 

④新たな学校名 

第 7回（2022年 8月 23日） 

新たな学校づくりを進めています！ 

南成瀬地区新たな学校づくり基本計画検討会の検討状況 

検討会の資料や議事要旨

などはこちらから☞ 

ご意見ありがとうございました！ 

学校名意見募集結果をご紹介します 

学校名意見募集全件結

果はこちらから☞ 

寄せられた学校名（案）（回答数順） 

成瀬、南第二、南成瀬、成瀬桜、南成瀬第二 
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南第二小学校・南成瀬小学校の歴史や伝統のうち、新たな学校に「何を」、「どのように」引き

継いでいくか検討をしています。検討会での主な意見をご紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２８年度に設置する新しい学校の地域開放、屋外環境づくりや避難施設機能について、イ

メージ図を参考に、ワークショップで意見交換を実施しました。いただいた意見を施設整備のコ

ンセプトとして整理し、設計・建築に反映していきます。 

 

 

  

新しい学校はどうしていく？ 

南成瀬地区の新たな学校への歴史の継承について検討しています 

新しい学校はどんな施設がいい？ 

新しい学校のコンセプト作成に向けた意見交換をしています 

 

― 屋外環境づくり ― 

・低学年用遊び庭と菜園は別に整備し、菜園は

中庭か屋上に設けてはどうか 

・運動会等の行事や、サッカーや野球等のスポ

ーツが支障なくできる校庭を整備してほしい 

・駐車場はなるべく多くの車が止められるよう

に整備してほしい 

・子どもの動線と車両が被らないように、駐車

場は北側に配置が良い      ・・・など 

 

― 避難施設機能 ― 

・車中泊する人がいることを想定して、マンホール

トイレは校庭側に整備してほしい 

・女性が安全に入れるトイレを整備してほしい 

・水害を想定して２階に体育館を整備、体育館の利

用が難しい方は 1Fの諸室を活用する 

・災害時だけグランドへ直接出入り可能な扉を設

ける 

・ペット（犬、ねこ）用のスペースの用意 

・小さな子どもが安心できる場所を設けてほしい 

・・・など 

― 地域開放 ― 

・教室ゾーンと地域開放区画のセキュリティーを

しっかりと確保する 

・誰でもわかりやすい地域玄関を設けてほしい 

・スロープ等を設置し安全性に配慮してほしい 

・地域開放は１階に多いほうがいいのでは 

・・・など 

 

※イメージ図 

・教育活動に利用できる物（資料・農具等）を残す 

・制作物は写真を残して廃棄する、卒業制作を希望する卒業生に戻す 

・新しい学校のスペースを考慮して継承するものを選ぶべき 

・新しい校舎の環境が優先だが、楓の木の残し方を考えたい 

・学校行事については､両校長ですり合わせる 

・両校で似た活動は継続する 

・農業体験や農作物販売を継続させたい 

・記念碑等の歴史があるものを残したい 

歴
史
の
継
承
（
物
品
等
）
の
一
例 
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通学の負担を心配されるご意見や、通学先について配慮をお求めになるご意見などが多くあ

ることから、基本計画検討会の中では、第６回、第７回の検討会において、学区外通学の新制度

案について意見交換を行いました。 

いただいたご意見を踏まえ、「町田市学校の統合に伴う学区外通学と費用負担等検討委員会」

を設置し、下記の２案をもとに通学の負担軽減を目的とした学区外通学の新制度を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童は 2025年度から現在の南成瀬小学校に通学します。また、2028年度以降は現在の

南第二小学校に通学をします。今回は両校の通学路を接続するポイントを中心に、登下校の時

間帯を中心に新しい通学路候補の現地確認を行いました。 

○実施概要 

回 日時 

① 2022 年 7月 4日 13：00～ 

② 2022 年 7月 7日 9：00～ 

③ 2022 年 7月 12日 7：30～ 

 引き続き検討を重ねながら、警察・道路管理者等へ安全対策を要望していきます。 

 

○検討スケジュール（予定） 

  

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

通学路の

安全対策

項目
2022年度

2023年度 2024年度 2025年度

各地区

の危険

個所の

確認・

意見交

換

南成瀬

地区統

合新設

校

開校

希望

各地区の危険個

所の現地確認

現地確

認結果

報告・

意見交

換

①2025年度・2028年

度の想定通学路の設定

②交通管理者（警

察）・道路管理者（東京

都・町田市など）要望内

容作成

①交通管理者

（警察）・道路管理

者（東京都・町田市

など）に対策を要望

②地域・保護者と

連携した見守り

基本計画策定

①想定通学路

案, ②安全対策

要望

①2025年度・

2028年度の想定

通学路

②通学路の安

全対策の要望内

容意見交換

通学の負担軽減に向けて 

学区外通学制度の見直しを検討します！ 

現地調査をしました！ 

通学路の安全対策について検討を進めています！ 

☎ 学務課 724-2176 

 

①学校の統合などにより学区が変更になる児童・生徒の転校の回数が少なくなる配慮 

通学区域変更後も、既に通学していた学校またはその学校が統合となる新設校に継続して通学すること

ができる制度を検討します。 

②学校の統合などにより自宅から学校までの通学距離が遠くなる児童がより近くの学校に通える配慮 

通学区域が広くなったことで、指定校よりも、隣の学区の学校の方が自宅からの距離が近い場合に、より

近い学校を希望できる制度を検討します。 

【町田市学校の統合に伴う学区外通学と費用負担等検討委員会で検討する案】 

暑い中ありがとう 

ございました！ 

現地確認の様子 
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新たな学校では、子どもたちができる活動を増やし、子どもたちが使っていない時間に地域

の方が一部の教室などを利用して活動できるように、民間のノウハウを活用した仕組みづくり

を検討しています。 

そこで、学校施設を地域施設として利用する可能性のある方に向けて、新たな学校の教室等

を使って行いたい活動や、ご家族やご自身で受けてみたいサービス等をアンケート調査してい

ます。アンケートの結果は、学校施設の設計や運営に反映します。 

■対象者・実施方法等 

対象者 実施期間・回答方法 

1 対象校の児童 ＜回答期限：2022年 9月 16日＞ 

まだ回答していない方はぜひ回答をお願いいたします。 

二次元バーコードを読み取ってWebフォームで回答できます。 

下記のURLアドレスからもアクセスできます。 

〔URLアドレス〕 

https://docs.google.com/forms/d/1T8w3VnFHdrxRUss0pR7BJb 

FGmxpZWhsZn44838Nk5eQ/edit?usp=forms_home&ths=true 

2 対象校の児童の保護者 

3 新たな通学区域に居住している
未就学児の保護者 

4 対象地域の町内会・自治会長 

5 対象校の学校開放の利用団体 

6 近隣の公共施設の貸し会議室等
を利用している団体 

7 上記以外の市民 

 

 

 

 

跡地となる南成瀬小学校の跡地活用を検討しています。2028 年度以降の跡地活用に向け、

次のスケジュールのとおり、検討を進めていきます。 

 

 

 

 

今後、統合による学校跡地活用の検討については、跡地となる時期の社会や地域の状況をふま

えた活用を行うために、それぞれ新しい学校をつくるための基本計画の検討と合わせて、検討す

る予定です。 

学校は教育活動（授業・部活動）の場としてだけでなく、災害時の避難施設等、地域活動の場

としても身近な場所となっています。 

跡地の活用に向けて、地域のみなさまがどのようなご意見をお 

持ちなのかをお聞かせいただきながら、跡地活用の方向性を検討 

していきます。ぜひ以下のアンケートにご意見をお寄せください！ 
 

＜公共施設の再編等に関するアンケート＞ 

○回答期限：2022年 12月 4日（日）まで 

○回答方法： 

町田市 HP『公共施設についてみんなで考える場「知ろう！考えよう！ 

 公共施設のより良いかたち」』のアンケート専用ページから回答 

 

みなさまのご意見をおよせください！ 

学校施設の利用需要調査アンケート実施中！ 

アンケート実施中！ 

学校跡地の活用を検討していきます！ 

☎ 企画政策課 724-2103 

防災課   724-3218 

 

【回答はこちら】 

終了間近！ 

回答お待ちしています！ 

 

【回答はこちら⇒】 

 

（2028年度以降）

【跡地活用の方向性検討】
市民アンケート、地域との意見交換など

【活用の大まかな
　　　方向性決定】

【校舎解体・跡地活用の詳細
　　　　　　　　　　検討（・決定）】 校舎解体・跡地活用

（2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度） （2026年度） （2027年度）

跡地１年前跡地６年前 跡地５年前 跡地４年前 跡地３年前 跡地２年前

 

【避難広場（避難場所）・ 

避難施設（避難所） 

一覧はこちら】 


